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（ 2 ） 林「明治三年の天社神道廃止令」（前掲書）、358-385頁




（ 4 ） 遠藤、前掲書、850頁












（ 7 ） 本節の記述は、梅田（前掲書）、林（前掲書）、高埜（前掲書）を筆者がまとめたも
のである。
（ 8 ） 高埜、前掲書、125-129頁
（ 9 ） 同上、130-149頁
（10） 梅田「近世陰陽道組織の歴史的展開」（前掲書）、1-2頁
（11） 高埜、前掲書、149-154頁
（12） 同上、143-154頁
（13） 本節の記述は、梅田「陰陽道と暦算家」（前掲書、353-363頁）、同氏「土御門家の
家職と天文暦算」（『近世の天皇・朝廷研究』第3巻、学習院大学、2012年、3-26頁）、
水野杏紀「江戸末期の土御門家と陰陽書出版について：ふたつの皇和司天家鑒本
『陰陽方位便覧』の考察を中心として」（『人間社会学研究集録』大坂府立大学、
2008年、77-118頁）を筆者がまとめたものである。
（14） 若林家文書1000。なお、若林家文書1000には、「陰陽道取締本所設立願」の草稿が
複数、文部省に提出しようとしたものが1種類存在している。
（15） 若林家文書1274-1280
（16） 実際に大阪と東京に施設を作ったかは史料からは確認できなかった。
（17） 試験科目に関しては、二種類の史料が確認できた（若杉家文書1001）。一方は本稿
に載せたものであり、もう一方は科目数がより細分化（24種類）しているもの。
（18） 若林家文書1001。ここには、記章と門標がどのように記されるかの例が書かれてい
る。記章は、「一級陰陽師　何某　年月日　陰陽道本所」（「一級」のところには各
階級が入る）のように、門標は「土御門家管理陰陽師□（焼印）何々誰」（焼印は
陰陽道本所の印）のように書くように指示がある。
80
（19） 若林家文書1017
（20） 小松和彦『いざなぎりゅうの研究』（角川学芸出版、2011年）にも、土佐藩の独立
系陰陽師が明治時代に入り、教派神道の一派である神道修成派に加入したとある
（斉藤英喜『陰陽師たちの日本史』（角川学芸出版、2014年）も参照）。明治時代に
入ってから「陰陽師」たちがどのように活動を継続していったのか、または止めて
いったのかについては今後の課題としたい。
（21） 若林家文書1015がいつ書かれたものか、その史料だけからは断定することはできな
い。しかし、「陰陽道本所開設」という文言と、若林家文書1014-1017の史料の日付
を考慮すると、同じ時期（明治26年から27年）に書かれたものと判断できる。
（22） 若林家文書1015
（23） 同上
（24） 同上
（25） 同上
（26） 入寮が必須かどうかは不明。なお、若林家文書1014にある「陰陽道取締本所」の名
簿からは、「本所」の会員は近畿一帯に広がっていたことが見て取れる。
（27） 若林家文書1015
（28） 本稿第1章で述べた「本所」の試験。なお、試験科目については、当該部分および
注17を参照のこと。
（29） もちろん、これだけで学校のすべてが説明できているわけではない。文書には書か
れていないが、考慮しなければならない制度もある。例えば、入学時期について、
退学について、休暇についてなどである。
（30） 高埜、前掲書、152頁
（31） この流れは、明治33年の専門学校令まで続いていく。
（32） この時期の宗教系大学での「普通学」導入に関しては、阿部貴子「明治真言宗の大
学林教育──普通学導入をめぐる議論と実際──」（『近代日本の大学と宗教』法蔵
館、2014年、169-199頁）を参照されたい。
（33） 公益社団法人大日本易学連合会のウェブサイト（http://nichiekiren.jp/）参照（2017年9
月15日閲覧）。子爵土御門晴栄は1915年に没する。土御門子爵家は息子の土御門晴
行が継ぐがすぐに亡くなる。晴行には男の実子がいなかったため、三室戸家から養
子をむかえ、土御門晴善として土御門家を継ぐ（晴善は東京高等蚕糸学校の教授や
貴族院議員などを歴任した）。土御門凞光は晴善の長男として土御門子爵家を1934
年に継いだ。
（34） 若林家文書1000
（35） 若林家文書1038
（36） 江島尚俊・三浦周・松野智章（編）『シリーズ大学と宗教Ⅰ　近代日本の大学と宗
教』（大正大学綜合佛教研究所叢書、法蔵館、2014年）を参照のこと。
